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（軽井沢新聞編集長）

　話は冬へさかのぼる。今年2月のあ

る雪の日、立ち寄ったレストランに置い

てあった1冊の女性誌『ＬＥＥ』2月

号を手にした私は、その中の大胆な企画

に興味惹かれて読みふけった。企画のタ

イトルは「2016・夏・参議院選―もし

あなたが投票に行かなかったら」。

　『ＬＥＥ』といえば集英社発行の人気

の女性ファッション誌。「着回し上手な

ファッション」や「笑顔になるメイク」

の企画と並んで、「2016・夏・参議院選」

のタイトルが表紙にも目次にも載って

いる。ファッション誌にこの企画とい

うのは、画期的な試みに思えた。レス

トランの食事時間では読み切れず、御

代田の書店まで車を飛ばして買いに行

女性ファッション誌の選挙企画にびっくり！

った。

　記事は専門家たちが解

説し、図やイラストを使

って見やすいレイアウト

にしている。項目ごとに

まとめた要点があるのも

わかりやすい。中でも「な

ぜ私たちは選挙に行かな

いといけないのか」を解

説する早稲田大学教授・

森川友義さんの話は興味を惹く。その斬

新な内容を要約すると―。

　「若者が選挙に行かなければ、政治家

にとって若者世代はいないも同然。投

票に行かない人たちは政治家に軽視さ

れる。60代の投票率は68％（前回の

参議院選挙）だが、20代はその半分以

下の33％。政治家は落選したら失業者

になるから、投票する人を重視するの

は当たり前。だから選挙に行って投票

率をあげることが必要だ。選挙に行か

ない世代が将来のツケを払う。このま

ま投票に行かないと、あなたの子供た

ちへの“ツケ”がさらに増えることに

なる」。さらに森川さんの解説はここか

らもっと大胆になる。

　「若者の存在感を示すには投票率をあ

げることが第一。棄権では投票率にカウ

ントされないから、とにかく行く。誰に

入れていいかわからなければ、白紙でも

いいし、鉛筆を転がして選んでもいい」。

ふざけているのではなく、このやり方で

も若者世代が投票したという記録は残る

のだという。もっとちゃんと選びたい人

へのアドバイスも載っている。

　「候補者個人の人柄や政策で選んでも

国政選挙では意味がない。立候補者は

属する政党の党議に縛られるから、そ

の政党の政策で選ぶ」というポイント

をあげる。

　「安保法制・9条改憲」についても触

れている。解説するジャーナリスト・高

橋浩祐さんは「憲法が解釈次第で変わる

国であってはいけない。集団的自衛権の

行使は憲法学者が違憲と言っている以

上、きちんと説明して国民に問うべき」

と述べている。今の憲法と自民党の改正

草案の比較まで掲載しているのである。

　これにはびっくり仰天であった。これ

までの女性ファッション誌で11ページ

にわたって掲載し、政治問題にここまで

踏み込んでいるものはあまり例がない。

掲載にあたっては、賛否両論の反響があ

ることを編集部でも想像したことだろ

う。「女性はおしゃれだけでなく世の中

の動きにも目を向けよう、せめて投票に

は参加しよう」という姿勢で掲載した編

集部に拍手を送りたい。

　この内容を私の周囲の若者たちに話す

と、「投票に行かなかったら、自分たち

の世代が損をするなんて思ってもみなか

った」目からウロコだと言う。きっとこ

の記事を読んだ人の多くが投票に行った

に違いない。

7月の参議院選挙は「初めての18歳

選挙」が話題になったくらいで、盛り

上がることもなく終わった。投票率は

54.7％、半数近くの人が投票しなかっ

たことになる。そんな中で、長野県の

投票率は62.86％で全国１位、軽井沢

参議院選では投票率が全国1位の長野県。そして、軽井沢は…。

は61.38％（有権者数16，959名）

だった。今まで2人当選できたのに、

1人区になったことで与野党ともにヒ

ートアップ。激しい戦いだったが野党

共闘が功を奏し、新人の杉尾秀哉氏が

当選した。

　
軽
井
沢
警
察
署
は
7
月
21

日
、
借
宿
公
民
館
近
く
の
交

通
事
故
が
多
か
っ
た
交
差
点

の
信
号
機
を
、
一
灯
点
滅
式

か
ら
通
常
の
も
の
に
切
り
替

え
運
用
を
始
め
た
。
信
号
機

は
軽
量
の
薄
い
縦
型
で
、
一

本
の
柱
か
ら
交
差
点
中
央
部

分
へ
延
ば
し
た
。
上
部
が
手

前
に
傾
き
、
雪
が
積
も
ら
な

い
よ
う
な
造
り
。
県
内
で
こ

の
タ
イ
プ
の
設
置
は
初
め

て
。
歩
行
者
も
、
車
両
用
信

号
に
合
わ
せ
た
通
行
が
必
要

に
な
る
。

　
設
置
初
日
は
、
信
号
を
無

視
し
て
通
り
過
ぎ
よ
う
と
す

る
車
が
相
次
い
だ
。
警
察
官

が
慌
て
て
静
止
す
る
と
、
運

転
手
は
「
気
が
つ
か
な
く
て
」

と
驚
い
た
様
子
だ
っ
た
。
　

　
借
宿
区
長
の
小
林
清
人
さ

ん
は
「（
信
号
機
設
置
は
）

借
宿
区
の
念
願
。
よ
う
や
く

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
往
来
で

き
る
」。
軽
井
沢
警
察
署
交

通
課
に
よ
る
と
、
同
場
所
の

交
通
事
故
は
、
昨
年
一
年
間

で
20
件
、
今
年
は
5
月
末
ま

で
に
7
件
、
発
生
し
て
い
る
。

昨年20件の事故発生

借宿公民館近くの交差点、
新たに信号機設置　


